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れた単純正規交叉対 (globally embedded simple normal crossing pair)」と
呼ぶことにする。代数多様体 Y とその上の因子∆の対 (Y,∆)が単純正規




(X,D)を単純正規交叉対とし、Dの係数は 0以上 1以下とする。ν :
Xν → XはXの正規化とする。このとき、因子Θを





ここでW をXの閉部分多様体とする。(Xν ,Θ)の対数的標準中心 (log
canonical center)CがあってW = ν(C)となるか、W がXの既約成分の




定理 4.2 (Y,∆)は単純正規交叉対とし、∆の係数は 0以上 1以下とする。
f : Y → Xは固有射とする。Lは Y 上のカルティエ因子でL− (KY +∆)
は f -半豊富とする。このとき、以下の主張が成り立つ。
(i) 任意の qに対し、Rqf∗OY (L)の随伴素イデアル (associated prime)
は (Y,∆)のある階層の f での像の生成点である。
(ii) さらに π : X → V を射影射とし、X 上の π-豊富な R-因子H が存
在して L− (KY +∆) ∼R,π f ∗Hと書けたとする。このとき、
Rpπ∗Rqf∗OY (L) = 0
がすべての p > 0と q ≥ 0に対して成立する。
定理 4.3 定理 4.2の設定で、(Y,∆)は「大域的に埋め込まれた単純正規交
叉対」またはY は擬射影的と仮定する。このとき、HがV 上 f : (Y,∆)→
Xに関して数値的非負かつ対数的巨大という条件で定理 4.2の (ii)の消滅
定理は成立する。ただし、Hが V 上 f : (Y,∆)→ Xに関して数値的非負
かつ対数的巨大とは、Hは V 上数値的に非負で、(Y,∆)のすべての階層




















































には、The proof is surprisingly short and easy.と書いてある。さらに、
私の証明方法は LCに対して適用可能である。詳しくは私の論文
• Non-vanishing theorem for log canonical pairs, J. Algebraic Geom.















• Fundamental theorems for the log minimal model program, Publ.













• Minimal model theory for log surfaces, Publ. Res. Inst. Math. Sci.







• Fundamental theorems for semi log canonical pairs, Algebr. Geom.
1 (2014), no. 2, 194–228.
では錐定理や固定点自由化定理など極小モデル理論の基本定理を SLCに
対して証明している。これらは想定外の結果であろう。擬射影的 SLCに







































注意 2.66　 Serre双対により、H i(X,L−1)の消滅定理は











このとき、OX(KX +D)を∧dimX Ω1X(logD)ではなく、OX(KX +D) ≃
Hom(Ω0X(logD) ⊗ OX(−D),ωX)と見る方がホッジ理論をつかった消滅
定理の証明という観点からは自然に思えてくるのである。
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